
謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医

医
医

市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。
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関連議案は撤回、事務検査立ち上がる

新
年
度
予
算
を
可

新
年
度
予
算
を
可
決決

組
替
え
動
議
の
可
決
を
踏
ま

組
替
え
動
議
の
可
決
を
踏
ま
ええ

第
１
回
定
例
会
の
概
要

【
２
月
】

　

日　

本
会
議
（
平
成　

年
度
施
政
方

２１

３０

針
、
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
・
採
決
）

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員

２２

会
付
託
）

　

日　

本
会
議
（
平
成　

年
度
施
政
方

２５

３０

針
の
質
疑
）

　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２７
　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２８【
３
月
】

１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

５
日　

厚
生
文
教
委
員
会

６
日　

建
設
環
境
委
員
会

７
日　

総
務
企
画
委
員
会

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１２
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１４
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１５
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１６
　

日　

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別
委

１９

員
会

　

日　

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調

２０

査
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
訂
正
）

２２
 

厚
生
文
教
委
員
会

 

総
務
企
画
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

２３
　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

２６

採
決
、
議
案
の
審
議
・
採
決
、

会
期
の
延
長
）

 

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
会
期
の
延
長
）

２７
 

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
撤
回
、
委
員

２８

会
付
託
案
件
の
採
決
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
・

採
決
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

平
成　

年
第
１
回

３０定
例
会
日
誌

満開になった野川沿いの桜並満開になった野川沿いの桜並木木

特別職への報酬誤支給問題

　

平
成
５
年
の
特
別
職
の
給
与
に

関
す
る
条
例
改
正
時
に
、
社
会
福

祉
委
員
の
月
額
報
酬
を
１
万
１
千

円
に
改
正
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
報
酬
額
を
１
万
円
と
認
識
し
て
支
給
し
て
き
た
た
め
、
実
際
の
支
給
額

と
条
例
に
定
め
る
報
酬
額
と
の
整
合
を
図
る
も
の
、
ま
た
併
せ
て
、
本
件

事
務
執
行
に
適
切
さ
を
欠
い
た
と
し
て
、
市
長
の
平
成　

年
４
月
の
給
与

３０

月
額
を
減
額
中
の
現
行
額
か
ら
更
に
５
％
減
額
す
る
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

両
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
総
務
企
画
委
員
会
に
付
託
し
審
査
を
行
う

と
と
も
に
、
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
関
連
す
る
議
案
の
中
で
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
市
長
か
ら
両
案
の
撤
回
の
申
出
が
あ
り
、

２８

そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
の
経
過
を
踏
ま
え
、
議
員
か

ら
本
件
に
係
る
市
の
事
務
が
法
律
、
条
例
、
規
則
等
に
照
ら
し
適
正
で
あ

っ
た
か
の
事
務
検
査
、
ま
た
、
市
議
会
と
し
て
監
査
委
員
に
対
し
監
査
を

請
求
す
る
提
案
（
詳
細
は
３
面
に
掲
載
）
を
し
、
両
案
と
も
に
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
件
に
関
連
す
る
決
議

を
可
決
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
８
面
に
掲
載
）

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
２
月　

日
に
開

３０

２１

会
し
、
２
度
の
会
期
延
長
を
経
て
、
３
月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

２８

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

３０

総
額
が
前
年
度
比
約　

・
２
％
の
増

１０

加
と
な
る
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　
４４０

億
５
千　

万
円
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

８００

審
査
に
当
た
り
、
議
長
を
除
く
全
議

員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
鈴
木
成
夫
委
員
長
）
に
付
託
し
、

９
日
間
に
及
ぶ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
２
件

２８

の
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
、
そ
の

う
ち
１
件
を
可
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。（
詳
細
は
２
面
に
掲
載
）

　

な
お
、
一
般
会
計
以
外
の
国
民
健

康
保
険
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
４
つ
の
特
別
会

計
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。社

会
福
祉
委
員
の

報
酬
に
関
す
る

議
案
等
の
経
緯

平

成　

年

度

３０

一
般
会
計
予
算
を
可
決

一般会計　予算額
440億5,800万円
一般会計　予算額
440億5,800万円

歳  出

歳  入

市税
209億6,422万円

47.6%

市税
209億6,422万円

47.6%

民生費 200億6,924万円 45.6%民生費 200億6,924万円 45.6%

都支出金 70億2,408万円 15.9%

国庫支出金 78億4961万円  17.8%

地方消費税交付金 
20億8,800万円 4.7%

市債 19億2,740万円 4.4%

その他 42億469万円 9.5%

衛生費 42億5,775万円 9.7%

消防費 15億390万円 3.4%
議会費 3億7,083万円 0.8%
その他 3億5,108万円 0.8%

公債費 25億854万円 5.7%
土木費 80億7,672万円 18.3%

総務費 36億3,026万円 8.2%
教育費 32億8,968万円 7.5%

※金額は千円の位を四捨
五入しています。
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謂

井
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医 医各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

審
議
し
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
一
般
会
計

２９

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２１

算
特
別
委
員
会（
鈴
木
成
夫
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
９
日
、　

日
の
計

２３

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
市
内
１
園

及
び
市
外
１
園
の
一
時
預
か
り
事
業

に
対
す
る
新
た
な
補
助
金
と
し
て

「
私
立
幼
稚
園
補
助
金
に
要
す
る
経

費
」（　

万
円
）、
新
規
開
設
５
園
、

５９２

認
可
保
育
園
に
移
行
す
る
１
園
、
既

存
施
設
１
園
を
改
修
す
る
「
保
育
施

設
開
設
及
び
改
修
に
要
す
る
経
費
」

（
５
億
千　

万
３
千
円
）
な
ど
で
す
。

５３６

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２６

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

本
補
正
予
算
は
市
政
の
課
題
で
あ

る
待
機
児
童
の
た
め
の
経
費
、
民
間

保
育
所
運
営
に
要
す
る
経
費
、
予
防

接
種
に
要
す
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
、
更
に
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
戻

し
や
福
祉
に
関
す
る
事
業
な
ど
が
計

上
さ
れ
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
市
職

員
勤
勉
手
当
を
上
げ
る
こ
と
や
、
社

会
福
祉
委
員
の
報
酬
問
題
に
関
し
て

は
、
行
政
の
提
案
を
了
と
は
し
な
い
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２１

算
特
別
委
員
会（
鈴
木
成
夫
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
９
日
、　

日
、　
１２

１３

日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

日
、

１４

１５

１６

２６

　

日
の
計
８
回
に
わ
た
り
審
査
を
行

２７い
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
記
念

式
典
の
開
催
を
始
め
、
多
く
の
冠
事

平

成　

年

度

３０

一

般

会

計

予

算

業
等
を
実
施
す
る
「
市
制
施
行　

周
６０

年
記
念
関
連
事
業
」（
３
千　

万
６
千

１０６

円
）、
認
可
保
育
所
３
園
及
び
小
規

模
保
育
施
設
１
園
の
新
規
開
設
、
既

存
園
等
の
定
員
拡
充
を
図
る
「
待
機

児
童
解
消
対
策
等
事
業
」（　

億
３
千

４１

　

万
９
千
円
）、
学
童
保
育
事
業
の

２６０サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
新
た
に
２
所
の
学
童
保
育
所

運
営
業
務
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す

る
「
学
童
保
育
所
運
営
委
託
事
業
」

（
６
千　

万
３
千
円
）、
交
通
状
況

７２５

や
市
民
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め
、

４
年
間
の
事
業
（
今
年
度
の
予
算
計

上
の
ほ
か
、
３
年
間
の
債
務
負
担
の

設
定
）
と
し
て
、
運
行
状
況
や
運
行

本
数
等
の
再
編
を
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
再
編
事
業
」（
千　

万
８
千

１１０

円
）
な
ど
で
す
。

　

３
月　

日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

２７

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
議
員

２８

か
ら
市
長
に
対
し
、
予
算
の
内
容
の

変
更
を
求
め
る
２
件
の
組
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１
件
の
組

替
え
動
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
提
案
内
容
は
、
政
策
反
映
を

含
め
て
目
的
や
効
果
が
不
明
確
な
小

金
井
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
に
要

す
る
経
費
（　

万
７
千
円
）、
職
員
の

５２７

勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
額
の
引
上
げ

分
（
４
千　

万
３
千
円
）
の
減
額
、

６６１

社
会
福
祉
委
員
へ
の
報
酬
の
条
例
額

と
の
差
額
分
を
補
填
す
る
経
費
（　
１００

万
８
千
円
）
等
に
充
て
る
も
の
で
す
。

　

市
長
か
ら
こ
の
組
替
え
動
議
の
内

容
に
即
し
た
補
正
予
算
を
平
成　

年
３０

第
２
回
定
例
会
に
提
出
す
る
旨
の
表

明
が
あ
っ
た
後
、
原
案
に
つ
い
て
採

決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

我
々
の
提
出
し
た
組
替
え
動
議
が

可
決
さ
れ
、
内
容
に
即
し
た
補
正
を

行
う
と
の
市
長
の
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
議
案
に
は
賛
成
す
る
。
し

か
し
、
今
年
度
必
要
と
な
る
庁
舎
等

の
基
本
設
計
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
政
治
姿
勢
に
関
わ
り
看

過
で
き
な
い
。
職
員
定
数
の
減
が
進

ま
ず
、
増
加
す
る
人
件
費
総
額
が
将

来
へ
の
不
安
材
料
に
な
っ
て
い
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

第
１
に
、
市
民
生
活
に
新
た
な
犠

牲
を
負
わ
せ
る
予
算
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
第
２
に
、
大
規
模
事

業
等
の
不
要
不
急
の
事
業
に
税
金
を

使
う
予
算
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
３
に
、

行
革
あ
り
き
の
進
め
方
で
、
負
担
増

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
行
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
福
祉

委
員
の
報
酬
問
題
は
市
役
所
の
根
本

が
問
わ
れ
て
お
り
改
善
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

本
原
案
に
含
ま
れ
る
小
金
井
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
事
業
は
、
コ
ス

ト
に
見
合
っ
た
提
案
と
は
言
え
な
い
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
圧

縮
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
に
分

か
り
に
く
い
財
政
運
営
は
や
め
る
べ

き
。
事
務
執
行
の
問
題
が
発
覚
し
、

現
時
点
に
お
い
て
職
員
給
与
の
ア
ッ

プ
を
認
め
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
の

理
解
が
得
難
い
状
況
に
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

貧
困
や
命
に
関
わ
る
相
談
者
を
支

援
す
る
婦
人
相
談
員
が
、
不
安
定
雇

用
の
非
常
勤
で
は
、
継
続
し
た
支
援

に
大
き
な
不
安
が
残
る
。
新
庁
舎
及

び
新
福
祉
会
館
建
設
の
基
本
設
計
費
、

障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
の
広
報
の

予
算
が
な
く
、
ま
た
就
学
援
助
の
認

定
倍
率
の
引
下
げ
及
び
社
会
福
祉
委

員
へ
の
報
酬
誤
支
給
に
係
る
不
適
切

な
処
理
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
ひ
で
き
（
市
議
会
民
進
党
）

　

市
制
施
行　

周
年
関
連
事
業
へ
の

６０

補
助
、
待
機
児
童
対
策
・
保
育
関
連

経
費
、
消
防
団
活
動
に
要
す
る
経
費
、

広
域
支
援
に
よ
る
可
燃
ご
み
の
処
理

経
費
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
事

業
支
援
委
託
料
な
ど
市
民
生
活
に
多

大
な
る
影
響
を
与
え
る
本
件
予
算
が

否
決
さ
れ
て
暫
定
予
算
と
さ
せ
な
い

た
め
に
組
替
え
動
議
に
あ
え
て
賛
成

し
た
こ
と
を
表
明
し
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

社
会
福
祉
委
員
報
酬
誤
支
給
発
覚

後
の
対
応
は
、
事
務
執
行
に
大
き
く

問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
市
役
所

は
変
わ
ろ
う
。
婦
人
相
談
員
・
母
子

父
子
自
立
支
援
相
談
員
は
、
実
態
把

握
と
相
談
環
境
、
対
応
、
体
制
の
検

証
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
や
り
方
の

見
直
し
を
求
め
る
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
小
金
井
市
を
創
る
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

昨
年
は
職
員
手
当
の
増
額
に
反
対

し
、
勤
勉
手
当
は
据
え
置
か
れ
た
。

今
年
度
の
人
事
委
員
会
勧
告
と
労
使

合
意
に
基
づ
く
引
上
げ
は
、
他
市
と

見
劣
り
し
な
い
処
遇
の
観
点
で
も
必

要
だ
。
当
初
予
算
を
暫
定
と
さ
せ
な

い
た
め
の
市
長
の
努
力
は
評
価
し
、

婦
人
相
談
員
な
ど
専
門
性
が
必
要
な

職
員
の
配
置
と
、
相
談
者
の
安
心
が

得
ら
れ
る
引
継
ぎ
を
求
め
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

主
に
子
育
て
支
援
等
の
民
生
費
に

充
て
、
ま
た
児
童
生
徒
及
び
市
民
が

利
用
す
る
学
校
・
公
共
施
設
の
改
修

に
国
や
都
の
補
助
金
を
有
効
活
用
し

て
い
る
本
予
算
は
、
阿
波
お
ど
り
大

会
、
小
金
井
薪
能
の
冠
事
業
や
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
制
作
等
、
市

民
参
加
の
数
々
の
市
制
施
行　

周
年

６０

記
念
事
業
を
含
む
も
の
で
も
あ
り
、

早
急
な
予
算
執
行
が
求
め
ら
れ
る
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

２２

務
企
画
委
員
会（
小
林
正
樹
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
７
日
、　

日
の
計

２２

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
職
員
の
勤
勉
手

当
の
年
間
支
給
額
の
引
上
げ
と　

歳
５５

以
上
の
昇
給
停
止
を
行
う
も
の
で
す
。

　

３
月
７
日
の
委
員
会
で
は
、
勤
勉

手
当
の
引
上
げ
を
行
わ
な
い
旨
の
修

正
案
が
提
出
さ
れ
、
修
正
部
分
を
可

決
し
た
後
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起

立
全
員
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
も
同
様
に
、

２６

修
正
案
に
つ
い
て
可
決
し
た
後
、
修

正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

　

東
京
都
給
料
表
導
入
後
も
、
住

居
・
扶
養
手
当
、
特
別
調
整
額
定
額

化
、
期
末
勤
勉
手
当
の
職
務
加
算
や

支
給
割
合
の
都
準
拠
化
を
進
め
て
き

た
方
針
が
あ
る
。
こ
の
方
針
に
基
づ

き
、
期
末
勤
勉
手
当
を
０
・
２
月
引

き
上
げ
、　

歳
昇
級
停
止
導
入
を
提

５５

案
す
る
も
の
で
、
人
事
委
員
会
勧
告

に
よ
る
給
与
適
正
化
は
市
長
政
策
で

は
な
く
制
度
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

市
長
原
案
は
、
市
職
員
の
ボ
ー
ナ

ス
を
０
・
２
か
月
分
引
き
上
げ
る
内

容
で
、
本
年
度
に
お
い
て
３
千　

万
２２３

円
、
来
年
度
に
お
い
て
４
千　

万
円

３００

の
人
件
費
増
を
招
く
。
西
岡
市
長
が

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

就
任
し
た
平
成　

年
度
の
人
件
費
総

２７

額
に
比
べ
、
平
成　

年
度
は
約
４
億

２９

円
、
平
成　

年
度
は
約
４
億
５
千
万

３０

円
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
る
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２２

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
５
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
、
被
保
険
者
均
等
割
額
の

引
上
げ
、
世
帯
別
平
等
割
額
の
廃
止

及
び
減
額
対
象
基
準
額
の
引
上
げ
等

を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
円

滑
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２６

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

平
等
割
を
廃
止
し
均
等
割
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
は
、
所
得
に
関
わ
り

な
く
国
保
加
入
者
が
複
数
い
れ
ば
増

税
と
な
り
、
国
保
加
入
者
が
多
け
れ

ば
多
い
ほ
ど
税
額
が
雪
だ
る
ま
式
に

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
国
保
税
は
法

律
で
「
社
会
保
障
」
と
規
定
し
て
お

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
に
計
上
し
、
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２２

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
５
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
高
齢
者
人
口
の
増
加

に
伴
う
要
介
護
認
定
者
の
増
加
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
よ
る

介
護
保
険
料
率
の
改
定
、
合
計
所
得

小
金
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
金
井
市
介
護
福
祉
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

会
派
名
が

会
派
名
が 

変
わ
り
ま
し

変
わ
り
ま
し
たた

　

４
月
１
日
付
け
で
、
鈴
木
成
夫
議

員
、
村
山
ひ
で
き
議
員
及
び
岸
田
正

義
議
員
の
所
属
す
る
会
派
よ
り
会
派

異
動
届
が
提
出
さ
れ
、
会
派
の
名
称

が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
新
）
み
ら
い
の
こ
が
ね
い

（
旧
）
小
金
井
市
議
会
民
進
党

議
員
の
連
絡
先
が

議
員
の
連
絡
先
が 

変
わ
り
ま
し

変
わ
り
ま
し
たた

　

平
成　

年
５
月　

日
発
行
の
市
議

２９

３０

会
だ
よ
り
第　

号
に
掲
載
し
た
名
簿

２５６

の
情
報
か
ら
変
更
の
あ
っ
た
内
容
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

電
話
番
号　
　

―
４
０
０
４
―
５

０８０９
２
７

●
片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

住　
　

所　

前
原
町
５
―
９
―
６

金
額
の
定
義
の
変
更
、
ま
た
、
公
費

負
担
に
係
る
用
語
の
整
備
、
介
護
保

険
法
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２６

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

介
護
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
条
例

改
正
だ
が
、
高
齢
者
の
生
活
は
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
値
上
げ
す
べ
き
で

は
な
い
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
そ

の
も
の
が
変
更
さ
れ
、
要
支
援
１
・

２
の
利
用
者
の
更
な
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
外
し
や
、
訪
問
介
護
の
回
数
制
限

な
ど
問
題
が
多
い
。
市
は
、
制
度
変

更
に
つ
い
て
、
高
齢
者
を
守
る
具
体

的
な
手
立
て
を
打
つ
べ
き
で
あ
る
。
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決　

結　

果

【会派略称】 　　　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　　民：小金井市議会民進党　　　　緑：緑・市民自治こがねい
お：小金井をおもしろくする会　会：こがねい市民会議　　　　　情：情報公開こがねい　　　
改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　　　明：小金井の明日をつくる会議 案 の 審 議 結 果

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（忌引）　 議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

明ネ改情会お緑民公共自
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
 総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
 建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

沖
浦
あ
つ
し

田
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祐
子

篠
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ろ
し

渡
辺　

大
三

斎
藤　

康
夫

白
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亨

坂
井
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つ
子

片
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薫

岸
田　

正
義

鈴
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成
夫

村
山
ひ
で
き

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

た
ゆ　

久
貴

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

五
十
嵐
京
子

河
野　

律
子

湯
沢　

綾
子

吹
春
や
す
た
か

原案可決○○○××○××○○○○○○○××××○議○○○予平成２９年度小金井市一般会計補正予算（第６回）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○予平成２９年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第４回）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○予平成２９年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○予平成２９年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○予平成２９年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回）

原案可決○○○○○○××○○○○○○○××××－議○○○予平成３０年度小金井市一般会計予算

否　決×××××××××××××××○○○○－議×××即平成３０年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） 

可　決○○○○××××○○○○○○○××××－議○○○即平成３０年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） 

原案可決○×○××○××○○○○○○○××××－議○○○予平成３０年度小金井市国民健康保険特別会計予算

原案可決○○○×○○××○○○○○○○××××－議○○○予平成３０年度小金井市下水道事業特別会計予算

原案可決○○○○○○××○○○○○○○××××－議○○○予平成３０年度小金井市介護保険特別会計予算

原案可決○×○○○○××○○○○○○○××××－議○○○予平成３０年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総小金井市職員の分限に関する手続および効果に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総小金井市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×議×××総特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例

修正可決○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

可　決×××○○×○○×××○○○○××××○議○○○総職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総小金井市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 

原案可決○×○○○○××○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市国民健康保険事業運営基金条例の一部を改正する条例

原案可決○×○××○××○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

否　決×○×○○×○○×××××××○○○○×議×××即小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） 

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市児童発達支援センター条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○建小金井市高齢者住宅条例及び小金井市市営住宅条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市国民健康保険条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○××○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市介護福祉条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○建小金井市アスベスト飛散防止条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総小金井市小口事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例

原案可決○○○×○○××○○○○○○○××××○議○○○建小金井市下水道条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○建小金井市下水道使用料審議会条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

承　認○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即小金井市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の訂正

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○厚
小金井市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○×○○○○○○○××××○議○○○建小金井市立公園条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○×○○○○○○○××××○議○○○建小金井市滄浪泉園緑地条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－議○○○即社会福祉委員への報酬誤支給問題に係る検査（議員提案）

原案可決△○○○○○○○○○○○○○○○○○○－議○○○即特別職への報酬誤支給問題に係る監査請求について（議員提案）

可　決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即小金井市福祉会館解体工事請負変更契約について

同　意○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○即教育委員会教育長の任命に関し同意を求めることについて

同　意○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○即教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて（同様ほか１件）

承　認○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例の撤回

承　認○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即平成３０年４月に小金井市長に支給する給料の特例に関する条例の撤回
異議ない旨
の意見提出○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即人権擁護委員候補者の推薦について
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平成30年度施政方針に対する各会派の質疑（日曜議会）
※原稿は市長の答弁も含めて各議員が作成しています。

　

湯
沢　

子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指

す
と
い
う
が
、　

区
は
中
学
３
年
ま
で

２３

医
療
費
が
無
料
、
多
摩
地
域
で
も
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
が
広
が
っ
て

い
る
。
子
育
て
世
帯
が
最
も
注
目
す
る

施
策
の
１
つ
で
遅
れ
て
い
な
が
ら
日
本

一
を
口
に
す
る
の
は
疑
問
。
戦
略
が
な

け
れ
ば
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
。

　

市
長　

医
療
費
助
成
は
財
政
状
況
や

他
の
子
育
て
支
援
策
と
の
兼
ね
合
い
で

考
え
る
。
直
ち
に
対
応
す
る
の
は
困
難
。

　

遠
藤　

契
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
い

じ
め
対
策
で
道
徳
教
育
が
教
科
化
さ
れ
、

対
応
と
自
尊
感
情
の
向
上
は
。
形
健
幸

長
寿
・
さ
さ
え
愛
の
小
金
井
に
つ
い
て
、

自
宅
介
護
へ
の
支
援
は
。
径
商
工
会
と

の
連
携
及
び
推
進
は
。

　

市
長　

契
「
勇
気
と
希
望
が
わ
い
て

く
る
魔
法
の
言
葉
集
」
を
作
成
し
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
努
力
し
て
い
く
。

形
介
護
者
手
帳
を
配
布
し
、
負
担
の
軽
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紀　
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」の
実
現

は
可
能
な
の
か
。
契
全
力
で
取
り
組
む

と
あ
る
が
、
何
を
も
っ
て
「
日
本
一
」

な
の
か
。
そ
の
実
現
の
た
め
具
体
的
な

施
策
を
示
す
べ
き
。
形
待
機
児
童
の
解

消
は
可
能
な
の
か
。

　

市
長　

契
小
金
井
市
で
子
ど
も
を
育

て
て
み
た
い
と
多
く
の
方
か
ら
思
わ
れ

る
ま
ち
を
目
指
す
。
形
現
状
、　

人
の

３２０

定
員
増
を
行
う
が
解
消
は
厳
し
い
。

　

渡
辺
ふ　

小
金
井
市
は
、
子
育
て
環

境
日
本
一
と
同
時
に
、「
幸
齢
社
会
日

本
一
」
を
目
指
す
べ
き
。
市
行
政
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
連
携
し
、（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

を
「
健
幸
長
寿
」
の
中
心
拠
点
と
し
て

整
備
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

新
福
祉
会
館
は
、
地
域
住
民

や
様
々
な
関
係
団
体
と
の
連
携
、
協
働

に
よ
り
、
高
齢
者
や
全
て
の
市
民
が
い

き
い
き
と
集
え
る
拠
点
と
し
た
い
。

　

小
林　

本
市
の
公
共
施
設
の
更
新
費

用
の
推
計
は
、
今
後　

年
間
で
総
額
１

３５

千　

億
円
。
総
合
的
・
計
画
的
な
見
直

５００
し
に
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

「
決
断
」
が
求
め
ら
れ
る
。
施
設
の
６

割
を
占
め
る
学
校
関
連
施
設
の
在
り
方

を
、
早
急
に
検
討
す
る
べ
き
。

　

市
長　

舵
取
り
は
自
身
に
信
託
さ
れ

て
い
る
が
、
強
行
的
に
進
め
ら
れ
な
い
。

学
校
の
長
寿
命
化
に
要
す
る
財
源
見
通

し
に
つ
い
て
も
早
急
に
示
し
た
い
。

　

宮
下　

市
長
は
、
市
に
３
つ
の
重
要

な
課
題
が
あ
る
と
表
明
す
る
一
方
、
就

任
後
の
２
年
間
、
解
決
へ
向
け
た
具
体

的
決
断
内
容
を
示
し
て
い
な
い
。
決
断

の
中
身
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

　

市
長　

新
庁
舎
は
、
未
来
に
引
き
継

げ
る
施
設
を
市
民
や
議
会
と
一
緒
に
つ

く
り
た
い
。
新
福
祉
会
館
は
、
今
定
例

会
に
て
最
終
的
な
基
本
計
画
を
示
す
。

清
掃
関
連
施
設
は
、
市
議
会
へ
計
画
案

を
示
し
て
あ
り
、
共
有
さ
れ
た
い
。
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鈴
木　

契
積
年
の
課
題
解
消
の
た
め

に
行
っ
た
市
長
の
取
組
を
問
う
。
形
今

後
も
選
ば
れ
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、

市
長
が
描
く
今
後
の
展
望
は
。

　

市
長　

契
庁
舎
問
題
の
解
決
に
向
け
、

新
庁
舎
も
新
福
祉
会
館
も
平
成　

年
度

３３

ま
で
の
竣
工
を
目
指
し
、
平
成　

年
度

３０

に
設
計
段
階
に
入
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

現
在
、
そ
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
市
長
就
任
以
降
の
保
育
課
関
係

経
費
は
、
人
件
費
を
除
き
、
平
成　

年
２７

度
と
の
比
較
で
、　

億
６
千
万
円
増
加

２１

し
た
。
し
か
し
、
待
機
児
解
消
は
今
後

も
継
続
的
に
取
り
組
む
課
題
。
保
育
士

不
足
の
対
応
と
し
て
、
処
遇
改
善
や
宿

舎
借
上
げ
支
援
を
含
む
民
間
保
育
所
補

助
な
ど
は
、
人
材
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

定
着
に
も
つ
な
が
る
。
形
行
財
政
改
革

の
目
的
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
あ

る
。
今
後
、
人
口
と
税
収
が
減
少
し
て

も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、
選

ば
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
自
治
体
経
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減
を
図
る
。
径
連
携
を
し
て
い
く
。

　

吹
春　

施
政
方
針
で
消
防
団
は
地
域

防
災
の
要
と
記
さ
れ
て
い
る
。
改
選
期

の
推
薦
委
員
会
の
皆
様
は
、
大
変
苦
労

さ
れ
て
い
る
。
団
員
確
保
の
広
報
、
消

防
団
の
待
遇
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

市
長　

広
報
に
つ
い
て
は
推
薦
委
員

会
、
関
係
者
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て

努
力
す
る
。
待
遇
面
向
上
は
大
切
な
視

点
で
あ
り
、
円
滑
に
活
動
で
き
る
よ
う

研
究
す
る
。

　

河
野　

契
市
民
負
担
な
く
６
施
設
複

合
化
の
公
約
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
変
遷
さ

せ
た
自
ら
の
市
政
運
営
へ
の
評
価
は
。

形
建
設
事
業
等
財
源
計
画
の
公
表
を
。

径
次
世
代
に
責
任
を
果
た
す
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
政
策
展
開
は
。

　

市
長　

契
新
庁
舎
建
設
後
、
第
二
庁

舎
を
返
還
す
る
考
え
は
守
っ
て
い
る
。

形
環
境
を
整
え
、
公
表
す
る
。
径
計
画

的
な
施
設
更
新
に
向
け
、
全
庁
的
な
理

解
、
意
識
の
浸
透
に
努
め
る
。

営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
職
員
の
意
識

改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
来
年
度

は
、
改
善
改
革
運
動
を
試
行
し
、
形
骸

化
し
な
い
よ
う
に
、
職
員
の
や
る
気
が

出
る
よ
う
行
い
た
い
。
平
成　

年
度
か

３０

ら
は
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
と
窓
口
委

託
を
始
め
と
す
る
新
た
な
取
組
を
進
め
、

行
財
政
改
革
を
見
え
る
化
し
、
財
政
健

全
化
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な

る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

片
山　

契
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

検
討
す
る
十
分
な
時
間
を
。
形
市
民
を

分
断
す
る
都
市
計
画
道
路
は
要
ら
な
い

と
い
う
態
度
を
。
径
困
っ
て
い
る
人
を

そ
の
ま
ま
に
し
な
い
市
役
所
に
。
恵
原

発
事
故
被
害
者
へ
の
住
宅
支
援
を
。

　

市
長　

契
大
切
な
意
見
と
し
て
継
続

し
て
受
け
止
め
る
。
形
今
後
も
意
見
交

換
会
や
説
明
会
の
状
況
に
注
視
す
る
。

径
住
民
福
祉
の
向
上
を
大
切
に
し
て
い

る
。
恵
空
き
家
利
活
用
の
中
で
検
討
。

　

坂
井　

契
厳
し
い
決
断
を
下
し
た
と

は
何
か
。
形
学
校
教
育
に
お
け
る
生
き

る
力
を
育
む
教
育
の
実
践
と
あ
る
。
市

長
の
考
え
る
生
き
る
力
と
は
。
径
差
別

解
消
に
向
け
た
更
な
る
取
組
は
。

　

市
長　

契
特
に
、
新
庁
舎
や
（
仮
称
）

新
福
祉
会
館
建
設
、
行
財
政
改
革
２
０

２
０
の
策
定
。
形
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
人
間
性
、
健
康
・
体
力
の
智
・
徳
・

体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る
事
。
径
職

員
研
修
を
再
開
し
、
理
解
促
進
を
図
る
。

緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自

緑
・
市
民
自
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治

ここここここここここここここここここここ
がががががががががががががががががががが
ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね

こ
が
ね
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　

斎
藤　
「
誇
り
の
持
て
る
小
金
井
」

「
そ
の
た
め
に
は
財
政
健
全
化
」、
そ

の
対
策
と
し
て
、「
収
納
率
の
改
善
」「
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
受
益
者
負
担
の
基

準
見
直
し
」
と
あ
る
。
歳
入
増
の
た
め

の
解
決
策
が
な
い
。
市
民
へ
の
負
担
や

利
用
料
の
値
上
げ
で
解
決
す
る
の
か
。

　

市
長　

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
よ
り
、
税
収
確
保
を
掲
げ
て
い
る
。

値
上
げ
だ
け
で
な
く
、
古
く
な
っ
た
受

益
者
負
担
の
基
準
を
見
直
す
。

ここここここここここここここここここここ
がががががががががががががががががががが
ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

こ
が
ね
い
市
民
会
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

　

渡
辺　
　

な
ぜ
年
度
当
初
の
予
算
に

新
庁
舎
の
基
本
設
計
及
び
新
福
祉
会
館

の
基
本
設
計
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
の
か
。
年
度
の
中
で
設
計
に
入
る

と
言
明
し
な
が
ら
、
１
円
も
計
上
し
て

い
な
い
の
は
理
解
に
苦
し
む
。

　

市
長　

本
来
は
当
初
予
算
で
審
査
を

お
願
い
す
べ
き
だ
が
、
適
切
な
時
期
に

補
正
予
算
と
し
て
提
案
す
べ
く
、
現
在
、

準
備
を
し
て
い
る
。
平
成　

年
度
竣
工

３３

目
標
は
変
わ
ら
な
い
。

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
ここここここここここここここここここここ
がががががががががががががががががががが
ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね

情
報
公
開
こ
が
ね
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　

た
ゆ　

契
北
朝
鮮
問
題
の
解
決
は
平

和
的
な
対
話
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

形
憲
法
第
９
条
改
憲
は
、
危
険
な
戦
争

へ
の
道
。
ど
う
考
え
る
の
か
。
径
生
活

保
護
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障

切
下
げ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

市
長　

契
対
話
が
大
切
で
あ
る
。
形

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産

日
本
共
産
党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

小
金
井
市
議
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

戦
争
放
棄
の
精
神
は
こ
れ
か
ら
も
守
っ

て
い
く
べ
き
。
径
社
会
保
障
制
度
の
持

続
可
能
性
を
追
求
し
、
地
域
共
生
社
会

を
目
指
し
て
い
く
。

　

板
倉　

経
済
的
な
不
安
を
抱
え
る
市

民
に
対
し
て
、
保
育
料
値
上
げ
を
３
年

連
続
で
強
行
、
就
学
援
助
基
準
の
連
続

引
き
下
げ
、
が
ん
検
診
の
更
な
る
有
料

化
、
国
保
税
・
介
護
保
険
料
の
値
上
げ

を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
市
民
生
活
応

援
の
施
策
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的
な

方
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

市
長　

受
益
者
負
担
の
原
則
の
適
正

化
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

る
こ
と
は
課
題
で
あ
る
。

　

水
上　

行
革
プ
ラ
ン
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
と
住
民
福
祉
向
上
の
真
の
行
革
と

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
市
民
へ
の
負

担
増
、
犠
牲
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
な
ぜ
住
民
福
祉
向
上
な
の
か
。

　

市
長　

今
後
の
重
要
課
題
を
解
決
し

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
の
推
進
や
受
益
者
負
担
の
適

正
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

森
戸　

実
態
が
伴
わ
な
い
市
長
の
対

話
の
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
。
清
掃
関
連

施
設
整
備
計
画
で
は
一
方
の
協
議
会
が

反
対
す
る
中
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
強
行
。
新
福
祉
会
館
の
市
民
検
討
委

員
会
も
不
消
化
と
の
声
が
あ
る
。
障
が

い
者
差
別
解
消
条
例
も
自
立
支
援
協
議

会
の
意
向
が
十
分
反
映
さ
れ
ず
、
市
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
。
ア
リ
バ
イ
づ
く

り
の
市
民
参
加
は
や
め
よ
う
と
い
う
公

約
は
ど
う
し
た
の
か
。

　

市
長　

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る
姿

勢
は
守
る
。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井

小
金
井
ののののののののののののののののののののの

明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
をををををををををををををををををををを
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

明
日
を
つ
く
る
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　

田
頭　

契
最
も
と
る
べ
き
平
和
に
向

け
た
行
動
と
は
。
形
平
和
憲
法
を
守
る

の
か
。
径
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
学
び
共
に
生
き
る
条
例
は
誰
の
た

め
の
条
例
か
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
検
討
す
る
際
の
市
長
指
示
は
。

　

市
長　

契
対
話
重
視
の
外
交
。
形
平

和
の
大
切
さ
を
継
承
す
る
責
任
が
市
長

に
あ
る
。
径
全
て
の
市
民
の
た
め
。
丁

寧
に
お
応
え
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

担
当
に
伝
え
た
。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
生
活
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ククククククククククククククククククククク

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連

改
革
連
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

　

篠
原　

団
塊
の
世
代
が　

歳
を
超
え

７５

る
２
０
２
５
年
に
は
疾
病
、
介
護
等
に

よ
り
社
会
保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
人
口
減
、
少
子
高
齢
化
等
で
財
政

面
で
も
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
大
き
い

予
算
を
投
入
し
て
で
も
市
民
に
市
の
将

来
を
考
え
て
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と

を
啓
蒙
し
、
協
力
を
い
た
だ
く
中
期
的
、

長
期
的
施
政
方
針
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

市
長　

中
長
期
的
な
視
点
も
重
要
で

同
感
で
あ
る
。

　

沖
浦　

西
岡
市
政
の
２
年
間
を
議
員

の
立
場
と
そ
う
で
な
い
立
場
で
見
て
き

た
。
積
み
残
さ
れ
た
重
責
を
取
り
除
い

た
反
面
、
思
い
ど
お
り
で
は
な
い
部
分

も
あ
っ
た
と
思
う
。
決
断
へ
の
思
い
は
。

　

市
長　

行
財
政
改
革
を
成
し
遂
げ
な

が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
将
来
の
小
金
井
市
に
と
っ
て

最
良
の
選
択
は
何
か
と
い
う
視
点
を
大

切
に
全
庁
一
丸
で
決
断
し
て
い
く
。

　

白
井　

ハ
ー
ズ
バ
ー
グ
の
動
機
付
け

衛
生
理
論
に
あ
る
よ
う
に
、
働
く
満
足

度
は
仕
事
そ
の
も
の
で
し
か
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
職
員
一
人
一
人
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕

組
み
作
り
を
検
討
し
な
い
か
。

　

市
長　

長
期
間
、
市
役
所
で
働
き
続

け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な

げ
、
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
。
い
た
だ
い
た
提
言
・
考
え
方
に

つ
い
て
は
、
是
非
今
後
の
参
考
に
す
る
。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井

小
金
井
ををををををををををををををををををををを

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
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すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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お
も
し
ろ
く
す
る
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

大（ ）
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吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
児
童
生
徒
の
見
守
り
と
し
て
民
間
の
情
報
サ

ー
ビ
ス
「
ス
ク
ー
ル
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
」
は
児
童

館
や
学
童
な
ど
の
広
範
囲
で
の
利
用
が
可
能
で
あ

る
。
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
検
討
し
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

市
内
で
導
入
さ
れ
て
い
る
学

校
は
把
握
し
て
い
る
。
学
校
単
位
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保

護
者
な
ど
の
理
解
協
力
を
得
な
が
ら
活
用
で
き
る

よ
う
に
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

許
災
害
用
ト
イ
レ
搭
載
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を

考
え
な
い
か
。
公
益
社
団
法
人
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ

ン
が
提
唱
す
る
み
ん
な
の
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
大
規
模
災
害
時
の
ト
イ
レ
不
足
に
備
え
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
賛
同
し
、

参
加
さ
れ
て
い
る
市
は
幾
つ
も
あ
る
。
資
金
は
寄

付
を
募
り
参
加
し
て
い
る
市
も
多
い
と
聞
く
。
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
は

あ
る
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

総
務
部
長　

予
算
面
な
ど
課
題
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
現
在
は
認
識
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
メ
ー
ル
シ
ス
テ

ス
ク
ー
ル
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ムム

で
児
童
見
守
り
拡
充

で
児
童
見
守
り
拡
充
をを

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

平
成　

年　

月
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法

２９

１０

改
正
法
が
施
行
。
法
改
正
の
背
景
の
１
つ
は
、
高

齢
や
生
活
困
窮
な
ど
を
理
由
に
民
間
賃
貸
住
宅
へ

の
入
居
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
点
で

あ
る
。
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
住
宅
確
保
を
進
め

る
事
が
欠
か
せ
な
い
。
対
応
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

福
祉
保
健
部
長　

改
正
法
の
対
応
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
生
活
困
窮
者

な
ど
の
住
居
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
随
時
必
要
な

連
携
を
行
っ
て
い
る
。
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

法
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

現
在
、
都
が
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
供
給
促
進
計
画
を

適
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
居
住
支
援
協
議
会

設
置
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
授
業
の
理
解
の
促
進
の
道
具
と
し
て

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
の
整
備
に

つ
い
て
、
オ
リ
パ
ラ
に
ま
だ
間
に
合
う
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
事
業
に
つ
い
て
提
案
と
質
問
を
し
ま
し
た
。

住
宅
供
給
対
策
／
オ
リ
パ

住
宅
供
給
対
策
／
オ
リ
パ
ララ

の
息
吹
を
小
金
井
に

の
息
吹
を
小
金
井
に
もも

村
山
ひ
で
き
（
市
議
会
民
進
党
）

　

１
月　

日
に
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線

２６

１１

に
関
す
る
会
合
が
開
催
さ
れ
た
が
、
東
京
都
と
の

整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
会
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

契
市
か
ら
都
へ
の
対
応
は
。
形
３
月
の
説
明
会
は

意
見
交
換
会
を
成
立
さ
せ
て
か
ら
開
催
す
べ
き
。

市
報
掲
載
は
見
合
わ
せ
交
渉
材
料
に
す
べ
き
。
径

市
長
が
都
知
事
と
面
談
し
、
伝
え
た
要
望
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
２
月
９
日
に
都
庁
を
訪
問

し
、
協
議
し
た
。
都
の
都
市
整
備
局
の
出
席
を
要

望
し
た
が
参
加
予
定
は
な
く
、
市
議
会
の
意
見
書

も
無
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
の
回
答
を
得
た
。

形
今
後
も
年
間
２
回
程
度
の
意
見
交
換
会
を
開
催

予
定
。
都
か
ら
依
頼
が
あ
り
市
報
掲
載
を
判
断
。

　

市
長　

径
地
元
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
、
現
場
へ
の
視
察
を
再
要
望
し
た
。

■
そ
の
他
、
名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）
の
復
活
事

業
と
し
て
小
金
井
橋
か
ら
新
小
金
井
橋
ま
で
の
区

間
で
今
年
３
月
に　

本
、
平
成　

年
度
中
に　

本

１５

３０

２０

を
植
樹
予
定
で
あ
る
と
確
認
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
てて

市
の
方
針
を
問

市
の
方
針
を
問
うう

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

　

大
災
害
時
の
減
災
目
標
達
成
の
た
め
の
、「
近

助
」
の
実
現
の
た
め
、
以
下
の
３
点
に
つ
い
て
、

今
後
取
る
べ
き
対
応
を
問
う
。
契
危
機
管
理
体
制

の
構
築
。
形
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
。
径
防
災

機
能
強
化
に
つ
い
て
。

　

総
務
部
長　

契
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体

制
を
整
備
し
、
避
難
者
の
減
少
を
目
指
し
在
宅
避

難
が
で
き
る
よ
う
広
報
や
周
知
等
を
行
い
た
い
。

市
内
公
立
小
・
中
学
校
に
設
置
さ
れ
る
避
難
所
に

お
い
て
、
地
域
の
防
災
会
、
学
校
等
と
市
が
連
携

し
て
運
営
に
当
た
れ
る
よ
う
、
避
難
所
運
営
協
議

会
の
設
置
を
推
進
す
る
。
形
防
災
活
動
を
き
っ
か

け
に
、
共
助
に
よ
る
活
動
が
活
発
化
し
、
良
好
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
構
築
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
地
区
防
災
計
画
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
長　

径
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
、
最
近

の
大
規
模
災
害
等
か
ら
得
た
教
訓
、
こ
の
間
の
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
も
あ
り
、
具
体
的
に
は
平
成

　

年
度
中
に
新
た
な
計
画
を
お
示
し
し
た
い
。

３１
「
地
域
が
い
の
ち
を
ま
も

「
地
域
が
い
の
ち
を
ま
も
るる

ま
ち
」
実
現
の
た
め

ま
ち
」
実
現
の
た
め
にに

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

公
立
小
・
中
学
校
の
学
区
域
に
つ
い
て
。
契
緑

町
や
本
町
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
、
よ
り

距
離
の
近
い
小
学
校
に
通
わ
せ
た
い
等
の
要
望
が

あ
る
。
児
童
・
生
徒
数
の
平
均
化
等
を
目
指
す
た

め
の
適
正
学
区
に
つ
い
て
検
討
状
況
は
。
形
中
学

校
に
や
り
た
い
部
活
動
が
な
い
場
合
に
、
部
活
動

を
理
由
に
指
定
校
を
変
更
で
き
る
よ
う
指
定
校
変

更
要
件
を
緩
和
し
な
い
か
。
径
学
区
域
や
学
校
選

択
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
現
在
、
部
内
検
討
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
一
定
の
考
え
方
を
示

す
時
期
が
来
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
今

年
度
中
に
は
検
討
課
題
等
を
ま
と
め
、
教
育
委
員

会
に
報
告
し
、
教
育
委
員
か
ら
意
見
を
伺
う
予
定

で
あ
り
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。
形
そ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い

る
。
学
校
教
育
に
お
け
る
部
活
動
の
位
置
付
け
を

含
め
て
研
究
す
る
。
径
何
ら
か
の
形
で
保
護
者
や

子
ど
も
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
よ
う
調
整
し
た
い
。

学
区
域
見
直

学
区
域
見
直
しし

指
定
校
変
更
要
件
緩
和

指
定
校
変
更
要
件
緩
和
をを

篠
原
ひ
ろ
し
（
改
革
連
合
）

　

消
防
団
員
の
推
薦
に
関
し
て
、
受
け
て
い
た
だ

く
の
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
。
日
本
消
防
協
会
、

東
京
都
消
防
協
会
が
消
防
団
応
援
の
店
を
募
集
し

て
い
る
。
市
で
も
そ
の
制
度
を
積
極
的
に
利
用
し
、

団
員
と
家
族
の
福
利
厚
生
や
地
域
の
協
力
応
援
体

制
の
土
壌
作
り
を
し
て
消
防
団
の
存
在
を
地
域
の

人
に
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
作
っ
て
ほ

し
い
。
２
年
ご
と
の
消
防
団
入
り
の
お
願
い
だ
け

で
は
な
く
日
常
的
に
「
消
防
団
応
援
の
店
」
が
消

防
団
を
応
援
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
「
消
防
団
員
、
ご
苦
労
様
で
す
」
と
の

気
持
ち
を
地
域
の
中
に
作
っ
て
い
く
の
も
消
防
団

活
動
に
対
す
る
意
識
啓
蒙
に
大
変
重
要
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。
団
員
、
家
族
に
対
す
る
福
利

厚
生
、
団
員
へ
の
感
謝
、
新
団
員
獲
得
の
た
め
の

土
壌
作
り
の
た
め
に
地
域
と
協
力
し
て
真
剣
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

総
務
部
長　

地
域
安
全
課
で
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
お
り
、
市
独
自
の
事
業
に
つ
い
て
も
検
討
。

消
防
団
応
援
の
店
登
録
制

消
防
団
応
援
の
店
登
録
制
度度

へ
の
理
解
と
協
力

へ
の
理
解
と
協
力
をを

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

東
小
金
井
駅
北
口
ま
ち
づ
く
り
事
業
用
地
に
つ

い
て
は
、
利
息
を
垂
れ
流
し
続
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
早
く
活
用
の
見
通
し
を
つ
け
る
旨
を
主
張

し
て
き
た
。
こ
こ
で
取
得
し
て　

年
間
は
駐
車
場

１０

と
し
て
使
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
契
長
期

視
点
で
東
小
金
井
エ
リ
ア
の
公
共
施
設
全
体
の
整

理
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。
形
短
期
視
点
と
し

て
、　

年
間
も
駐
車
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

１０

人
の
流
れ
と
賑
わ
い
創
出
の
手
法
の
検
討
を
。
径

新
た
な
活
用
計
画
を
考
え
る
審
議
会
を
立
ち
上
げ

て
は
ど
う
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
３
階
層
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

地
域
の
公
共
施
設
の
在
り
方
、
各
施
設
の
類
型
ご

と
の
在
り
方
等
を
検
討
し
て
い
く
。
形
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
の
様
々
な
団
体
や
人
々
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
取
組
を
考
え
て
い
く
。
径
も
っ
と
多
く

の
皆
様
方
が
関
わ
り
、
全
体
最
適
の
視
点
も
入
れ

取
り
組
む
。
市
民
参
加
の
手
法
は
更
に
検
討
す
る
。

東
小
金
井
北
口
事
業
用

東
小
金
井
北
口
事
業
用
地地

今
後
の
活
用
に
つ
い

今
後
の
活
用
に
つ
い
てて

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
進
党
）

　

文
部
科
学
省
は
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら

行
政
窓
口
に
相
談
に
来
て
い
な
い
家
庭
に
訪
問
型

の
届
け
る
支
援
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
。
契
講

座
等
の
セ
ミ
ナ
ー
型
や
サ
ロ
ン
型
は
参
加
へ
の
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。
保
護
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
合
わ
せ
て
支
援
の
形
も
変
え
る
べ
き
。
形

学
校
教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
家
庭
教
育
支
援
に

力
を
注
ぐ
べ
き
。
径
子
ど
も
が
地
域
の
宝
な
ら
、

子
ど
も
を
育
て
る
保
護
者
も
ま
た
地
域
の
宝
。
家

庭
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
児
童
虐
待
や
不
登
校
に
よ

る
引
き
こ
も
り
等
の
社
会
的
損
失
を
未
然
に
予
防

す
る
こ
と
は
合
理
的
な
投
資
で
は
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

　

教
育
長　

形
家
庭
教
育
力
の
向
上
に
よ
り
学
校

教
育
力
が
向
上
す
る
こ
と
は
同
じ
考
え
で
あ
り
、

訪
問
型
の
家
庭
教
育
支
援
は
重
要
な
今
後
の
課
題
。

　

市
長　

径
具
体
的
施
策
の
構
築
は
今
進
め
て
い

る
も
の
だ
け
で
は
足
り
ず
、
教
育
委
員
会
と
連
携

し
て
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

家
庭
教
育
支
援
の
必
要
性

家
庭
教
育
支
援
の
必
要
性
にに

つ
い
て
問

つ
い
て
問
うう

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

今
年
は
５
年
に
１
度
の
生
活
扶
助
基
準
の
見
直

し
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
最
大
で
５
％
、
平
均
で

１
・
８
％
の
引
下
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
契
前

回
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
影
響
回
避
の
対
策
が

と
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
対
策
を
と
る
べ
き
。

形
前
回
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
た
の
か
を
調

査
し
て
、
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
は
対
応
す
る
よ
う

検
証
を
行
う
べ
き
。
径
国
に
対
し
て
、
生
活
扶
助

の
基
準
引
下
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
く
べ

き
。
引
下
げ
を
強
行
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

低
所
得
者
に
影
響
が
及
ば
な
い
た
め
の
財
政
措
置

を
国
に
求
め
る
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
改
定
の
詳
細
が
判
明
次
第
、

国
の
対
応
方
針
を
含
め
、
関
係
施
策
に
係
る
関
係

各
課
へ
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
形
一
定
の
調
査
は

必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
検
討
す
る
。
径
必
要
に

応
じ
て
、
国
及
び
東
京
都
へ
要
望
し
て
い
く
こ
と

は
考
え
て
い
る
。
財
源
確
保
を
求
め
て
い
く
こ
と

は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

生
活
保
護
基
準
引
下
げ
か

生
活
保
護
基
準
引
下
げ
か
らら

市
民
生
活
を
守

市
民
生
活
を
守
れれ

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一般質問 （５面～７面）
２月２７日、２８日、３月１日、２日

会 派 の 略 称
（ 自民党・信頼 ）自由民主党・信頼の小金井
（ 日本共産党 ）日本共産党小金井市議団
（ 公 明 党 ）小金井市議会公明党
（市議会民進党）小金井市議会民進党
（ 緑・市民自治 ）緑・市民自治こがねい
（ こ が お も ）小金井をおもしろくする会

（ 市 民 会 議 ）こがねい市民会議
（ 情 報 公 開 ）情報公開こがねい
（ 改 革 連 合 ）改革連合
（生活者ネット）生活者ネットワーク
（ こ が あ す ）小金井の明日をつくる会
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宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

２
０
２
０
年
へ
向
け
て
国
が
進
め
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
取
組
の
１
つ
に
、
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
が
あ
る
。
あ
る
調
査
で
は
、
武
蔵
小
金
井
駅
は

首
都
圏
の
鉄
道
駅
で　

番
目
に
危
な
い
駅
と
い
う

１２

結
果
が
出
て
お
り
、
近
年
、
ホ
ー
ム
で
の
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
市
内
の
駅

に
早
期
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　

市
長　

多
摩
地
区
と
都
心
部
を
結
ぶ
大
動
脈
で

あ
り
、
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
中
央

線
の
駅
に
、
先
行
し
て
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を
い

た
だ
き
た
い
と
要
請
行
動
を
行
っ
て
い
る
。
都
知

事
と
の
意
見
交
換
の
場
で
都
か
ら
の
働
き
か
け
を

要
望
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
の
関
係
者
に
も
直
接
要
望

を
し
て
い
る
。
引
き
続
き
各
方
面
に
広
く
呼
び
掛

け
て
、
早
期
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
駅
周
辺
の
洋
式
ト
イ
レ
設
置
状
況
に

つ
い
て
、
民
間
施
設
も
含
め
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も
探
せ

る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
積
極
的
な
提
供

を
求
め
ま
し
た
。

駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置

駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
等等

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
加
速

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
加
速
をを

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

保
育
の
量
・
質
の
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。
契
待

機
児
ゼ
ロ
は
い
つ
実
現
す
る
の
か
。
形
平
成　

年
３２

か
ら
２
園
民
営
化
す
る
行
財
政
改
革
計
画
は
す
で

に
破
た
ん
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
径
民
営
化

計
画
は
、
保
育
士
不
足
で
民
営
の
引
き
受
け
手
が

出
る
見
通
し
が
な
い
、
さ
ら
に
１
年
間
の
引
継
ぎ

保
育
を
行
い
、
運
営
主
体
が
突
然
変
わ
る
こ
と
を

避
け
る
と
し
て
い
る
が
、
引
継
ぎ
の
保
育
士
を
派

遣
で
き
る
事
業
者
が
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
等
の

問
題
が
あ
り
、
撤
回
を
求
め
る
。
恵
保
育
の
質
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
あ
る
程
度
保
育
園
を
開

設
し
、
早
期
解
消
を
目
指
す
。
形
か
な
り
厳
し
い

が
、
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。
恵
市
全
体
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
は
大
変
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

市
長　

径
民
営
化
す
る
こ
と
で
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。　

■
そ
の
他
、
国
有
地
を
活
用
し
福
祉
施
設
の
増
設

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

公
立
保
育
園
民
営
化
計
画

公
立
保
育
園
民
営
化
計
画
はは

撤
回
撤
回
をを

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

契
先
日
、
市
長
は
、「
障
が
い
者
差
別
解
消
条

例
」
は
全
て
の
市
民
の
た
め
の
条
例
で
あ
り
、
ま

ず
は
当
事
者
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
健

常
者
に
も
理
解
し
て
ほ
し
い
旨
、
答
弁
し
た
。
考

え
方
が
逆
で
は
な
い
か
。
本
条
例
に
よ
り
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
利
益
を
得
る
の
で
は
な
く
、
現
に

受
け
て
い
る
不
利
益
が
解
消
さ
れ
る
。
障
が
い
や

差
別
と
は
何
か
を
周
知
し
、
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
条
例
で
あ
り
、
ま
ず
は
い
わ
ゆ
る
健
常
者
の

た
め
の
条
例
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
、
市
長
の
考

え
は
。
形
実
効
性
あ
る
条
例
を
望
む
。
条
例
施
行

で
何
が
変
わ
る
の
か
。
こ
の
点
、
市
長
の
考
え
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
そ
の
通
り
と
考
え
る
。
一

日
も
早
い
制
定
を
望
む
。
形
す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な

い
と
思
う
が
、
取
組
強
化
を
少
し
で
も
進
め
た
い
。

　

市
長　

契
部
長
が
答
弁
し
た
こ
と
と
同
じ
考
え
。

形
私
た
ち
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に
、
苦
し
い
日

常
を
送
る
方
の
立
場
を
市
民
が
理
解
し
、
共
生
社

会
を
目
指
す
第
一
歩
と
な
る
と
考
え
る
。

誰
の
た
め
の
「
障
が
い
者

誰
の
た
め
の
「
障
が
い
者
差差

別
解
消
条
例
」
な
の

別
解
消
条
例
」
な
の
かか

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
、

平
成　

年　

月　

日
に
成
立
・
施
行
さ
れ
、
平
成

２８

１２

１４

　

年　

月　

日
に
再
犯
防
止
推
進
計
画
が
閣
議
決

２９

１２

１５

定
さ
れ
た
。
契
再
犯
防
止
に
関
す
る
現
状
認
識
は
。

形
小
金
井
警
察
署
や
保
護
観
察
所
と
の
連
携
は
。

径
条
例
制
定
ま
で
の
心
構
え
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
再
犯
防
止
推
進
法
や
計
画

の
内
容
把
握
に
努
め
て
い
る
。
形
保
護
観
察
所
や

警
察
署
、
北
多
摩
東
地
区
保
護
司
会
管
内
の
４
市

と
情
報
共
有
に
努
め
て
い
く
。
径
地
方
公
共
団
体

の
責
務
等
に
鑑
み
、
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
定
め

る
努
力
義
務
に
つ
い
て
、
と
る
べ
き
方
策
を
検
討
。

　

許
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
、
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ

と
を
受
け
、
更
な
る
照
度
ア
ッ
プ
と
省
エ
ネ
を
期

待
し
、
公
園
な
ど
市
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
。

　

環
境
部
長　

新
設
や
改
修
の
際
に
検
討
す
る
。

　

距
市
内
ト
イ
レ
の
荷
物
掛
け
フ
ッ
ク
の
高
さ
が

　

唖
と
高
い
位
置
が
多
い
の
で
低
位
置
に
変
更
を
。

１８０
　

総
務
部
長　

新
築
や
修
繕
の
際
に
検
討
す
る
。

小
金
井
市
再
犯
防
止
推
進

小
金
井
市
再
犯
防
止
推
進
条条

例
を
制
定
し
な
い

例
を
制
定
し
な
い
かか

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

市
の
税
以
外
の
未
回
収
債
権
は
主
要
な
も
の
で

１
億
４
千
万
円
を
超
え
る
。
契
法
的
性
質
や
保
全
、

回
収
の
方
策
が
異
な
る
債
権
が
各
部
署
に
点
在
し

て
い
る
現
状
は
非
効
率
で
、
管
理
も
適
切
で
は
な

い
。
全
庁
的
な
取
組
を
行
う
べ
き
。
形
一
元
管
理

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
先
行
市
の
研
究

は
し
て
い
る
か
。
径
新
庁
舎
へ
の
移
転
を
目
途
と

し
て
債
権
管
理
課
の
新
設
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
全
庁
的
な
債
権
管
理
を
効
率
的
・
効
果
的

に
進
め
る
た
め
、
ま
ず
は
債
権
を
仕
分
け
し
、
段

階
的
に
徴
収
引
継
ぎ
を
行
う
考
え
で
あ
る
。
形
債

権
ご
と
の
ば
ら
つ
き
の
改
善
や
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
に
よ
る
高
度
化
が
見
込
め
る
一
方
、
業
務
負
担

増
に
伴
う
市
税
収
納
率
の
低
下
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人

材
へ
の
対
応
が
リ
ス
ク
に
な
る
。
径
先
行
市
の
研

究
を
進
め
つ
つ
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
子
ど
も
乗
せ
自
転
車
を
普
通
自
転
車

と
分
け
る
専
用
ス
ペ
ー
ス
確
保
を
要
請
し
ま
し
た
。

債
権
管
理
に
つ
い
て

債
権
管
理
に
つ
い
て
／／

子
ど
も
乗
せ
自
転
車
の
駐

子
ど
も
乗
せ
自
転
車
の
駐
輪輪

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　　
虚
契
医
療
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
。形
希
望
す
る
高
齢
者
に

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与
を
。径
訪
問
介
護
・
看

護
や
夜
間
対
応
型
の
事
業
は
十
分
か
。ま
た
、介
護

人
材
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ま
な
い
か
。恵

家
族
介
護
者
を
支
援
す
る
体
制
は
十
分
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推

進
会
議
、医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
他
職
種
連
携

研
修
会
な
ど
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。形
他

市
の
状
況
や
財
源
も
考
え
検
討
す
る
。径
各
事
業

所
に
は
空
き
も
あ
る
状
態
。レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
は
機
会
を
捉
え
て
話
し
た
い
。恵
介
護
の
心

得
等
を
記
載
し
た
手
帳
を
配
布
す
る
。

　　
許
地
域
共
生
社
会
を
支
え
る
施
策
推
進
の
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
強
化
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

社
会
福
祉
協
議
会
が
福
祉
サ

ー
ビ
ス
総
合
支
援
事
業
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
等
、重
要
な
役
割
を
担
い
、市
と
福
祉
の
両
輪

と
し
て
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
る
。

地
域
で
幸
福

地
域
で
幸
福
にに

生
涯
を
送
る
た
め

生
涯
を
送
る
た
め
にに

河
野
律
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
福
祉
総
合
相
談
窓
口
は
相
談
機
能
の
円
滑
な

連
携
、
拡
充
の
た
め
、
新
庁
舎
へ
設
置
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

新
庁
舎
と
新
福
祉
会
館
を
一

体
整
備
し
、
相
談
機
能
の
拡
充
を
目
指
す
。

　

許
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
の
た
め
高
架
下
ラ

ン
ブ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
を
整
備
し
快
適
な
街
へ
。

　

都
市
整
備
部
長　

Ｊ
Ｒ
側
は
整
備
に
一
定
の
理

解
が
あ
り
、
継
続
協
議
の
上
適
切
に
判
断
し
た
い
。

　

距
上
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
管
理
棟
へ
の
階

段
の
手
す
り
設
置
の
進
捗
状
況
は
。
早
期
実
現
を
。

　

生
涯
学
習
部
長　

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
、
具

体
的
に
設
置
時
期
、
方
法
の
検
討
を
し
て
い
る
。

　

鋸
学
区
域
の
見
直
し
の
進
捗
状
況
と
今
後
は
。

学
区
域
を
選
択
で
き
る
調
整
区
域
の
検
討
を
。

　

教
育
長　

方
針
を
教
育
委
員
会
に
報
告
の
上
、

平
成　

年
４
月
の
実
施
を
目
途
に
検
討
し
て
い
る
。

３２

　

学
校
教
育
部
長　

調
整
区
域
等
も
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
除
雪
の
体
制
整
備
と
、
武
蔵
小
金
井

駅
北
口
再
開
発
へ
更
な
る
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク

ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
をを

快
適
な
歩
行
空
間

快
適
な
歩
行
空
間
にに

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

契
市
民
か
ら
「
い
き
な
り
年
金
を
全
額
差
し
押

さ
え
ら
れ
た
。
こ
れ
で
は
生
活
が
で
き
な
い
。」と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
税
金
滞
納
者
に

対
し
て
生
存
権
を
脅
か
す
よ
う
な
差
押
え
は
や
め

る
べ
き
。
丁
寧
に
相
談
に
乗
り
、
生
活
費
は
保
障

す
る
べ
き
。
形
視
察
に
行
っ
た
滋
賀
県
野
洲
市
で

は
税
金
滞
納
者
な
ど
に
無
理
な
差
押
え
は
せ
ず
生

活
困
窮
の
サ
イ
ン
と
捉
え
、
総
合
的
な
支
援
を
行

い
就
労
に
も
繋
げ
、
安
定
し
た
納
税
を
図
る
生
活

再
建
型
の
支
援
体
制
が
で
き
て
い
る
。
小
金
井
市

も
そ
う
す
る
べ
き
。
ま
た
、
そ
の
根
拠
と
な
る
条

例
を
制
定
す
べ
き
。

　

市
民
部
長　

契
法
に
基
づ
き
適
正
に
対
応
し
て

い
る
。
形
福
祉
部
門
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

形
条
例
は
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
は
市
庁
舎
に

設
置
を
」「
引
き
こ
も
り
対
策
や
青
年
の
就
労
支
援

の
充
実
を
」「
地
域
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
設
置

を
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
に
寄
り
添
っ

生
活
困
窮
者
に
寄
り
添
っ
たた

市
政
に
す
る
べ

市
政
に
す
る
べ
きき

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
。
契
都
議
会
公
明
党
の
提

案
に
よ
り
、
女
性
視
点
の
防
災
ブ
ッ
ク
「
東
京
く

ら
し
防
災
」
が
完
成
し
、
３
月
１
日
か
ら
公
共
施

設
等
で
配
布
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
京
都
防
災
ア

プ
リ
で
「
東
京
防
災
」
と
「
東
京
く
ら
し
防
災
」

の
冊
子
を
閲
覧
・
検
索
で
き
る
（
一
部
、
英
中
韓

の
多
言
語
に
も
対
応
）。
町
会
・
自
治
会
を
始
め
、

広
く
市
民
に
周
知
し
な
い
か
。
形
防
災
会
議
に
女

性
の
登
用
を　

％
以
上
に
し
な
い
か
。
径
大
田
区

３０

や
新
宿
区
等
の
避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
（
初
動
の
混

乱
を
防
ぐ
た
め
必
要
な
小
道
具
の
準
備
）
や
乳
児

用
液
体
ミ
ル
ク
を
防
災
備
蓄
拡
充
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

契
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、

町
会
・
自
治
会
に
も
送
付
し
た
い
。
形
現
在　

・
２５

８
％
。
比
率
の
向
上
に
努
め
た
い
。
径
キ
ッ
ト
は

参
考
と
す
る
。
液
体
ミ
ル
ク
は
研
究
、
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
国
の
指
定
難
病
数
の
拡
大
に
伴
っ
て
、

小
金
井
市
の
難
病
福
祉
手
当
の
疾
病
数
も
拡
大
し

な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た
。

女
性
視
点
の
防
災
ブ
ッ

女
性
視
点
の
防
災
ブ
ッ
クク

「
東
京
く
ら
し
防
災

「
東
京
く
ら
し
防
災
」」

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

虚
契
新
規
で
始
ま
っ
た
家
計
相
談
、
学
習
支
援

等
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
現
況
は
。
形

滋
賀
県
野
洲
市
の
各
課
連
携
を
参
考
に
庁
内
再
編

を
。
径
や
す
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
庁
内
で
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
機
能
を
。

　

地
域
福
祉
課
長　

契
家
計
相
談
員
の
専
門
知
識

が
伝
達
さ
れ
、
相
談
員
全
体
の
資
質
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
納
税
課
へ
の
相
談
も
増
え
て
い
る
。
学

習
支
援
事
業
も
、
円
滑
な
訪
問
支
援
と
な
っ
て
い

る
等
、
一
定
の
成
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

形
検
討
す
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

径
研
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

許
公
民
館
を
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
使
え
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
。
地
域
課
題
を
解
決
で
き
る

公
民
館
に
。

　

生
涯
学
習
部
長　

研
究
課
題
と
す
る
。

■
そ
の
他
、
就
学
援
助
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
児

童
の
影
響
調
査
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
市
長
部

局
が
連
携
す
る
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
中
の
困
り
ご
と

暮
ら
し
の
中
の
困
り
ご
と
にに

対
応
で
き
る
市
政

対
応
で
き
る
市
政
にに
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

平成３０年（２０１８年）５月１８日発行－７－　　（２６０号） 市 議 会 だ よ り

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

歳
入
確
保
に
つ
い
て
は
何
度
も
主
張
し
て
き
た
。

市
民
１
人
当
た
り
の
歳
入
額
が
、
当
市
は
多
摩　
２６

市
中
最
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
予
算
が
最
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を

表
す
。
上
位
３
分
の
１
以
上
に
す
る
た
め
の
行
程

表
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２

０
２
０
で
は
、
個
別
政
策
を
示
し
て
い
な
い
が
、

個
別
政
策
の
事
業
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
目
標

の
設
定
、
進
捗
、
達
成
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
財
政

健
全
化
を
達
成
す
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

第
４
次
基
本
構
想
や
、
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
若

年
層
・
子
育
て
世
代
の
定
住
、
生
産
年
齢
・
年
少

人
口
の
維
持
や
増
加
を
目
指
し
、
税
収
確
保
を
し

た
い
。
ま
た
、
全
国
的
に
事
例
が
増
え
て
い
る
公

的
資
産
の
活
用
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
ア
ル
・
エ
ス

テ
ー
ト
戦
略
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
駅
周
辺
の
都
市
計
画
、
子
育
て
支
援

策
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
入
額額　

市
上
位
３
分
の

市
上
位
３
分
の
１１

２６２６

以
上
へ
の
行
程
を
示

以
上
へ
の
行
程
を
示
せせ

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

福
祉
会
館
跡
地
の
地
上
権
処
分
に
つ
い
て
。
契

宗
教
法
人
と
の
協
議
記
録
が
私
宛
に
公
開
さ
れ
た
。

平
成　

年
６
月　

日
、
市
側
は
「
仮
に
市
が
第
三

２９

１５

者
へ
譲
渡
、
賃
貸
し
よ
う
と
し
て
も
、
手
を
挙
げ

る
第
三
者
が
現
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。」と
述
べ

て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
形

な
ぜ
相
手
方
に
価
格
の
提
示
を
依
頼
し
た
の
か
。

市
が
適
正
な
時
価
を
自
ら
調
査
し
て
、
根
拠
を
示

し
て
提
示
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
径
平

成　

年
６
月　

日
、
宗
教
法
人
は
適
切
な
対
価
と

２９

２９

い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ま
で
の
市
政
に
対
す
る
「
貢

献
」
を
加
味
し
た
金
額
で
の
処
理
を
提
案
し
て
い

る
。
市
側
は
ど
う
い
う
判
断
を
し
た
の
か
。

　

市
長　

協
議
の
内
容
は
す
べ
て
市
長
で
あ
る
私

の
判
断
で
あ
る
。
契
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
協

議
記
録
が
、
一
般
質
問
で
詳
細
に
質
疑
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
使
用
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

形
協
議
の
進
展
を
図
る
た
め
で
あ
る
。
径
合
意
解

除
を
選
択
し
た
こ
と
で
十
分
な
評
価
で
あ
る
。

地
上
権
処
分
に
つ
い

地
上
権
処
分
に
つ
い
てて

「
尋
問
の
筋
、
こ
れ
有
り

「
尋
問
の
筋
、
こ
れ
有
り
」」

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
東
町
一
丁
目
、
五
丁
目
は
交
通
空
白
地
域
で

あ
り
、
コ
コ
バ
ス
の
運
行
を
求
め
る
声
は
高
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
、
コ
コ
バ
ス
ミ
ニ
な
ど

を
走
ら
せ
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

運
行
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
等
の
導

入
は
、
検
討
事
項
の
１
つ
と
考
え
る
。

　

許
契
処
理
費
用
が
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い

て
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
自
主
回
収
を
拡
大

し
な
い
か
。
形
清
掃
関
連
施
設
整
備
計
画
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
を
無
視
し
、
策
定
を

強
行
せ
ず
候
補
地
を
選
定
し
直
さ
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
市
内
の
事
業
所
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

市
長　

形
意
見
交
換
を
継
続
し
た
い
。

　

距
都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
、
自
然
と
両
立
し

な
い
。
交
通
量
が　

％
減
少
し
て
い
る
。
計
画
を

３０

見
直
す
よ
う
都
に
強
く
要
請
し
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

今
後
も
都
に
伝
え
た
い
。

コ
コ
バ
ス
の
運
行
は
市
民

コ
コ
バ
ス
の
運
行
は
市
民
のの

声
を
い
か
し
改
善

声
を
い
か
し
改
善
をを

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
平
成　

年
９
月
の
一
般
質
問
で
は
、
強
い
香

２９

り
で
体
調
を
崩
す
「
香
害
」
に
つ
い
て
市
へ
の
相

談
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時

点
で
も
健
康
課
や
消
費
者
相
談
室
へ
の
相
談
が
あ

り
、
保
育
園
や
学
校
も
対
応
し
て
い
た
と
判
明
。

契
香
害
へ
の
認
識
は
。
形
八
王
子
市
消
費
者
セ
ン

タ
ー
が
、
香
料
自
粛
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を

作
り
、
掲
示
し
た
。
自
治
体
が
で
き
る
予
防
策
は
。

　

市
民
部
長　

契
消
費
者
行
政
の
立
場
か
ら
、
相

談
者
に
と
っ
て
状
況
は
深
刻
で
あ
る
と
推
察
。
柔

軟
剤
の
使
用
は
配
慮
が
必
要
。
形
事
例
を
参
考
に

香
り
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
取
組
を
検
討
し
た
い
。

　

許
国
分
寺
市
の
公
民
館
で
は
、「
幼
い
子
の
い

る
親
の
た
め
の
連
続
講
座
」
で
、
６
か
月
児
か
ら

保
育
室
に
申
し
込
め
る
。
一
方
、
小
金
井
市
で
は

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
保
育
園
入

園
前
の
仲
間
作
り
は
今
日
的
課
題
で
あ
る
。
見
直

さ
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

香
害
に
つ
い
て
／
０
歳
か

香
害
に
つ
い
て
／
０
歳
か
らら

の
公
民
館
保
育
室

の
公
民
館
保
育
室
をを

大

腸

が

ん

検

診

の

充
実
を
求
め
る
陳
情
書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

賛
成
の
理
由
は
、
市
民
の
命
と
健

康
に
関
わ
る
が
ん
検
診
は
無
料
で
あ

る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
が
ん
の
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
早
期
発
見
が

必
要
だ
が
、
有
料
化
に
よ
っ
て
そ
れ

が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

受
益
者
負
担
の
考
え
は
な
じ
ま
な
い
。

受
診
期
間
が
他
市
よ
り
も
短
い
な
ど

の
状
況
も
あ
り
、
受
診
し
や
す
い
体

制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

議　

決　

結　

果
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採　択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚
今必要なことは、子どもの育つ権利保障、安定的な財源の確保、認
可保育所の整備、保育士の処遇改善、保育の質の確保などの総合的
な施策を進めることであり、国に対して「待機児解消、保育士等の
処遇改善のための財源確保を求める意見書」の提出を求める。

国に対して「待機児解消、
保育士等の処遇改善のため
の財源確保を求める意見
書」の提出を求める陳情書

趣旨採択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総
本計画そのものを知らない市民が多数いることを踏まえ、①図書館
など、必要とされる市民施設の具体化を進める、②本計画を地域に
知らせ、施設建設に対する意見を聞く等の手立てを講じる、③本計
画を促進するための方策を早急に具体化すること等を求める。

東小金井駅北口まちづくり
事業用地整備活用計画に関
する陳情書

趣旨採択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚
稲穂神社前の通りを南下した所の右側「陸軍」と彫り込まれた境界
線標識がある。現在は、浴恩館の資料館に展示されているものと合
わせて２つしかなく、「陸軍」の「陸」の字が磨滅しかかっており、
段々風化してきている。取り替えて保存することを求める。

文化遺産とおぼしき物の処
理に関する陳情書

不採択×○×○○×○○×××××××○○○○×議×××厚
小金井市は、がん検診の実施期間が年間４５日と短く、また、市民健
康づくり審議会に検診の有料化が諮問された。早期発見及び医療費
軽減のため、①大腸がん検診を引き続き無料とすること、②受診期
間を延長するなど受診率向上のための施策をとることを求める。

大腸がん検診の充実を求め
る陳情書

不採択×○×○××○○×××××××○○○○×議×××総
市歌の制定に当たり、小金井市には、町会・自治会等、小金井市を
肌で知っている方が多く、その中で歌が得意な方に、意気、覇気の
ある精神のこもった市歌の作成を依頼すべきではないだろうか。小
金井市歌を手作りで作成することを求める。

小金井市歌を手作りで作成
する事を求める陳情書

不採択×○×○△○○○×××××××○○○○×議×××総
福祉会館跡地の地上権処分について、①宗教法人との協議記録を議
会に全部提出させ、議会への説明の齟齬がどこにあるか十分に調査
する、②平成１５年当時の単価との大きな開きがなぜ生じるのか個別
具体的に解明する、そして市民に結果を知らせることを求める。

福祉会館跡地の地上権の処
分に関する宗教法人との協
議経過等に関する陳情書

不採択×××△△△×××××××××△△△△×議×××総
市歌の制定に当たり、特定政治勢力の推薦人を作詞・作曲者にすべ
きでなく、そのような者に作詞・作曲を公費で依頼するとなれば、
特定政治勢力の助長を招く。したがって、特定政治勢力の推薦人を
作詞・作曲者に起用することは絶対に避けるよう求める。

「市歌」の制定にあたって、
特定政治勢力の推薦人を作
詞・作曲者に起用しないこ
とを求める陳情書

不採択×○×△××○○×××××××○○○○×議×××総
市歌の制定に当たり、作詞・作曲を専門家に依頼することはあまり
に権威主義ではないだろうか。作詞も作曲も一般市民から募るのが
順当と考える。市民による「市歌」であるなら、必ず市民にも愛さ
れるはずである。市歌は市民の手で創ることを求める。

市歌は市民の手で創ろう！
陳情書
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原案可決○○○○○○○○○○○△△△△○○○○△議△△△
福島原発事故により国際的な公衆被ばく限度の年間１ミリシ
ーベルトを超える放射能に汚染された地域への帰還促進は多
くの人権問題を伴う。国連人権理事会の勧告を受け入れ、原
発事故被災者への適切な支援を強く求める。

国連人権理事会ＵＰＲ作業部会によ
る原発事故被災者対応への勧告を受
け入れることを求める意見書

原案可決×○×○○×○○×××××××○○○○○議○○○
福祉総合相談窓口は、①市庁舎内に設置すること、②相談を
解決しきるまでの市庁舎内の体制の構築、複雑な相談は担当
職員が出向いて対応するなどワンストップ化を行うこと、③
専門的な職員を配置することを求める。

福祉総合相談窓口を市庁舎内に設置
することを求める決議

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××－議○○○
平成２８年度で所有者不明土地の割合は、約２０％に上る。利用
に多大な時間とコストを要する現状がある。所有者検索の円
滑化と利用促進を図るための制度構築をすべきである。

所有者不明土地利用を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－議○○○
政府は共生社会の実現のため、ユニバーサルデザインの行動
計画を基に本法の改正を含む施策見直しを進めている。全国
各地のバリアフリー水準の底上げに向け、本法の改正及び施
行を確実に実施し措置するよう求める。

バリアフリー新法の改正及びその円
滑な施行を求める意見書

原案可決○○×○○○○○○○○××××○○○○－議×××
東京都に対して、①一律２万５１０円となっている利用者に所
得に応じた軽減パスを発行すること、②各自治体のコミュニ
ティバスでも活用できるよう財政支援などの対策を行うこと
などを求める。

東京都シルバーパスの負担軽減と制
度改善を求める意見書

原案可決○○×○○○○○○○○××××○○○○－議×××
政府は省エネと再生可能エネルギーにいまだ消極的である。
新しいエネルギー基本計画には、原子燃料サイクルの断念、
原発と石炭火力をベースロード電源とする考えをやめ、再生
可能エネルギーを優先電源とすることを求める。

原発再稼働をやめ、エネルギー基本
計画見直しに再生可能エネルギーの
優先及び市民、自治体の意見を反映
することを求める意見書

原案可決×○×○×○○○○○○××××○○○○－議×××
憲法第９条第２項を残しても別の項目で自衛隊の存在理由が
明記されれば、空文化、死文化する。世論調査でも８割を超
える人が憲法第９条は平和と安全に役に立っていると答えて
おり、その改正は国民の願いと逆行する。

憲法第９条改正に反対し、憲法をい
かす政治を求める意見書

原案可決○○×○○○○○○○○××××○○○○－議×××
再稼働判定をした原子力規制委員会は、政府の地震調査委員
会が示していた審査における計算手法の懸念を把握していな
かったことが判明しており、判定に懸念が拭えない。再稼働
に断固抗議し、原発ゼロの実現を求める。

大飯原発３号機の再稼働に抗議し、
「原発ゼロ」の実現を求める意見書

原案可決△○○○○○○○○○○△△△△○○○○－議△△△
教員の勤務実態が深刻な事態となっている問題を解決するた
めに、業務を担う教員の増員を図ることを国に求め、教員の
増員により、教員一人当たりの担当授業時数を適正な水準ま
で引き下げることを求める。

教員定数の抜本増を求める意見書

原案可決○○×○○○○○○○○××××○○○○－議×××
米軍機の事故が相次いで起こっており、命を奪う大惨事にな
りかねない危険な事態である。国民の不安と怒りは頂点に達
している。事故の原因究明や市街地を飛行しないなど事故再
発防止を米軍に要請するよう求める。

米軍機の事故再発防止を求める意見
書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－議○○○
歯・口腔の健康と全身の健康との関連を示す研究結果報告が
ある。①生涯を通じた歯科健診の充実、②入院患者等への口
腔機能管理の推進、③施設等入所者に歯科専門職が関わる口
腔機能管理の介入を政府に求める。

健康寿命の延伸を目途とした歯科保
健医療推進に関する意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－議○○○
第４次事業化計画策定におけるパブリックコメントは圧倒的
多数が反対・見直しである。意見交換会での市民の意見や市
議会送付の意見書を勘案し、両計画の見直しと都市整備局同
席で整備の是非を問う場の設定を求める。

都市計画道路「小金井３・４・１号
線」及び「小金井３・４・１１号線外」
の計画見直し、並びに「小金井３・４・
１１号線外」の整備の是非について協
議できる場の設定を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－議○○○
国の責任で財源を確保し、認可保育所の整備や保育士等の処
遇改善、「保育の質」の確保など総合的な施策の推進が必要で
ある。政府に対して、待機児童の解消、保育士等の処遇改善
のための財源確保を求める。

待機児童の解消、保育士等の処遇改
善のための財源確保を求める意見書

原案可決△○×○×○○○○○○××××○○○○－議×××
学校法人森友学園への国有地売却問題で、財務省による公文
書改ざんが明らかになり、国政への国民の信頼が揺らいでい
る。安倍総理に対して、責任を厳しく問い、疑惑の徹底解明
と内閣総辞職を求める。

森友問題に係る公文書改ざん問題の
責任を厳しく問い、安倍内閣の総辞
職を求める意見書

原案可決×○×○○○○○×××○○○○○○○○－議○○○
西岡市長に対し、社会福祉委員の報酬の支給不足問題に関し
て、経過と市長の責任を明らかにするとともに、速やかに条
例に基づく適正な措置を行い、市政への信頼を回復すること
を強く求める。

特別職の報酬に関し条例遵守を怠っ
た西岡市長に対する問責決議

閉会中の委員会日程及び審査案件
行財政改革推進調査特別委員会
４月２３日（月）午前１０時
▶婦人相談員の非常勤化を撤回し、小金井市の子ども・女性支援施策の充実を求める
陳情書　▶婦人相談員の非常勤化を撤回し、常勤婦人相談員による施策の充実を求め
る陳情書　▶婦人相談員の非常勤化に反対する陳情書　▶「第５次男女共同参画行動
計画」の具体的実施として婦人相談員の常勤維持と拡充を求める陳情書　▶行財政改
革の推進に係る諸問題の調査
厚生文教委員会
４月２６日（木）午後１時
５月９日（水）午前１０時
▶障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例　▶小金井
市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例　▶（公財）小
金井市体育協会への補助金交付の一時停止を求める陳情書　▶公益財団法人小金井市
体育協会への補助金の一部返還に関する陳情書　▶「障害のある人もない人も共に学
び共に生きる社会を目指す小金井市条例」の平成３０年４月１日施行を求める陳情書　
▶「障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例（案）」に
関する陳情書　▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶小金井市保健福祉総合計画の
策定と運用について
建設環境委員会
５月１０日（木）午前１０時
▶ＪＲ中央線高架下スペースの有効活用を推進すべく、接道条件の緩和・改善を求め
る陳情書　▶小金井の水を推奨する事に対する陳情書　▶駅周辺整備に関する調査　
▶市内都市計画及び住環境に関する調査　▶資源循環社会形成に関する調査

議会運営委員会
５月１１日（金）午前１０時
５月２９日（火）午後２時
▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議
日割等、議会運営に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査、③
議会運営に関する議長の諮問事項について
総務企画委員会
５月２１日（月）午前１０時
▶東京都に、第３２回オリンピック２０２０東京の開会式に競技施設等の工事従事者の入場
行進を求める等の意見書提出を求める陳情書　▶市政の選挙の立候補届出の際の「く
じを引く順番を決めるくじ」の省略を求める陳情書　▶厳寒期の大災害に備え、各避
難所にジェットヒーター等の導入を求める陳情書　▶社会福祉委員に意図的に条例違
反の報酬支給を続けていた事件の全容解明を求める陳情書　▶社会福祉委員への報酬
誤支給問題に係る検査　▶小金井市公共施設等総合管理計画の進捗状況と方針につい
ての諸問題の調査
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
５月２８日（月）午前１０時
▶新市庁舎の床面積縮減等による建築コスト削減等を求める陳情書　▶市庁舎の建設
面積を縮減することにより、図書館本館の建設を進めることを求める陳情書　▶公民
館本館を新福祉会館と併設する旨の議会意思の確定を求める陳情書　▶新庁舎の床面
積の大幅増に反対し、コンパクトでコストダウンの建設を求める陳情書　▶庁舎及び
福祉会館建設等に係る諸問題の調査
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